
第７回 廃炉研究開発連携会議 議事要旨

日時：平成３０年６月１８日（月）１６：００～１８：００

場所：原子力損害賠償・廃炉等支援機構（NDF） 第二大会議室 

１．研究開発の状況 

事務局から廃炉研究開発の全体像について、経済産業省から研究開発の取組状況について、

JAEA/CLADS から英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業及び JAEA におけ

る研究開発について、東京電力から東京電力 HD におけるエンジニアリングと研究開発へ

の取り組みについて報告があった。これに対する主な意見は以下の通り。

○燃料デブリ取り出しに関わる研究開発について、燃料デブリの切断やアクセス等の技術

に注視しがちだが、取り出すうえで不可欠なインフラ、リスク管理、安全管理、閉じ込め、

収納及び移送等の研究開発も同時に検討していく必要がある。

○廃炉に関係する研究開発は学生にやる気を持たせる上でいいテーマであるが、廃炉関係

の企業等への就職を前面に打ち出すというよりは、廃炉という困難な問題に取り組むこ

とで、競争力のある人材につながり、いろいろなキャリアパスが開かれるのだという方が

学生の動機づけになる。

○今現場で必要とされている研究開発は比較的明確になってきているが、一方、30～40 年

という長期にわたる廃炉において、将来の現場で必要になるであろう、10～20 年越しで

今から取り組まなくてはならない基礎・基盤研究は何かについて検討を進めて行くべき

である。このため、英知事業は CLADS を中核とした体制に移行して、ニーズを見据えた

基礎・基盤研究という新たな取り組みを進めている。

○東京電力で予備エンジニアリングが進められているが、燃料デブリ取り出しのみならず、

福島第一原子力発電所の廃炉全体を長いスパンで見て、どのような技術開発が必要にな

ってくるのかを、今後１～２年程度かけてピックアップした上で共有し、どのように進め

るかについて整理していきたい。

○ＮＤＦには、廃炉の進捗状況を踏まえつつ、各機関が実施している研究開発の全体像をま

とめ、課題を整理いただく役割があると認識。連携会議での議論も踏まえつつ、全体像を

描く役割をお願いしたい。

○軽水炉安全技術・人材ロードマップのように、将来必要になる基盤研究も含め、どの技術

をいつまでに誰が担当するかも含めた形で、廃炉基盤技術プラットフォームとしての技

術マップを作り上げていきたい。

○種々の成果はデータベース化し、使える形にしておくことが重要である。

２．研究開発のニーズとシーズについて 

事務局から研究開発のニーズとシーズについて説明があった。これに対する主な意見は以

下の通り。
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○６つの重要研究開発課題が進められているが、現在実施されている研究テーマで全てカ

バーされているわけではない。現在もこれらの課題の解決に資する研究開発を公募して

いる。 
○更なる重要研究開発課題の抽出については、研究連携タスクフォースにおいて引き続き

検討中である。 
○更なる重要研究開発課題の抽出については、前述の廃炉基盤技術プラットフォームにお

ける技術マップの検討等を通じて、提案をしていきたい。 
 
３．人材育成に関する取組について 
東京大学から次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス及び次世代廃炉人材育成セミ

ナーについて、事務局から廃炉人材育成に係る今後の取組について、廃炉・汚染水対策チー

ム事務局として経済産業省から 1F 廃炉人材育成の全体像について説明があった。これに対

する主な意見は以下の通り。 
○学生を教育するだけでなく、その教育の基盤となる若手教員を巻き込んで本気にさせる

ことが重要である。その意味で、CLADS 補助金の若手枠はよい取組であり、原子力以外

の分野の方々から提案が出てくるよう働きかけの努力を継続していくべきである。 
○現行の英知事業の人材育成プログラムでは、学生が座学や研究参加するだけでなく、自ら

の研究テーマとして取り組むことができ、そういった人材が社会に出ていくことの意義

は大きい。 
○廃炉に関わる人材育成については、現在はある程度国の委託費・補助金で継続的にやって

いかなければならないフェーズだが、各大学、研究開発機関もしくは民間の取組と連携し

て、自走できるようにしていくことが重要である。そのためには、まさに人材の需要者で

ある民間企業のニーズに基づいた議論が必要である。 
○メーカーにおける研究開発は、実機適用することを考えながら進めるため、研究開発のマ

ネジメントをすることが求められる。これを経験すると一段レベルの高い技術者もしく

は研究者となることが期待できるため、学生に対するアピールともなるのではないか。 
○様々な課題を解決するためには一人で広い領域の専門性を身につけることは不可能であ

り、チームワークで立ち向かうのが現実的で、チームで解決策を導き出すようなトレーニ

ングも必要ではないか。 
○技術は作る側の論理だけでは成り立たず、常に社会の受容性が伴ってはじめて世の中に

貢献できる。廃炉はその最たる問題であるため、人材育成のプログラムではこのような点

も考慮すべきである。 
 
３．その他 
次回会議日程は事務局で調整の上、連絡することとされた。 

以 上 
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資料 3-1 

平成 30 年 6 月 18 日  

  

NDEC-3 実行委員長 東京大学 岡本孝司  

  

第３回次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス（NDEC-3）の実施報告 

  

文部科学省の委託事業である「廃止措置研究・人材育成等強化プログラム」に採択された

7 機関（東京大学、東京工業大学、東北大学、福島大学、福島工業高等専門学校、福井大

学、地盤工学会）は、今後の原子炉廃止措置を担う若手技術者や研究者の育成に取り組む

ため、実行委員会を構成し、人材育成を目的とした学生のための「次世代イニシアティブ廃炉

技術カンファレンス （NDEC: Conference for R&D Initiative on Nuclear Decommissioning Tec

hnology by the Next Generation）」を開催・運営している。 

第１回 NDEC-1 を平成 28 年 3 月 16 日に東北大学青葉山キャンパスで、第２回 NDEC-2

を平成 29 年 3 月 2 日に東京工業大学大岡山キャンパスで開催し、引き続いて第 3 回

NDEC-3 を以下のように開催した。 

 

記 

１．件名：第 3 回次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス（NDEC-3） 

２．日時：平成 30 年 3 月 19 日（月）9：20～17：30 

３．場所：富岡町文化交流センター学びの森（福島県双葉郡富岡町） 

４．共催：文部科学省、東京大学、東京工業大学、東北大学、福島大学、福島工業高等専門

学校、福井大学、地盤工学会、原子力安全研究協会、福島県富岡町 

後援：日本原子力学会、原子力損害賠償・廃炉等支援機構、日本原子力研究開発機構、

国際廃炉研究開発機構、福島県教育委員会 

５．実施概要 

（１）プログラム 

①ご挨拶及び基調講演（大ホール） 

9:20 – 9:25 開会挨拶  岡本 孝司（東京大学 教授） 

9:25 – 9:30 文部科学省挨拶  嶋崎 政一（文部科学省 廃炉技術開発企画官） 

9:30 – 9:50 基調講演 「新たな段階に進む 1F 廃炉」  山名 元（文部科学省廃止措置研究・人材

育成等強化プログラム プログラムディレクター）  

②学生発表 

10:00 – 12:25 オーラルセッション（第１～第３会議室） 

12:25 – 13:10 昼食 

13:10 – 14:50 ・ポスターセッション(2 階広場) 

         ・高校生対象のロボットプログラミング研修（創作室） 
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③特別講演 （大ホール）  

15:00–15:30 特別講演 1 JAEA における福島第一原子力発電所廃炉に向けた取組  野田 耕一

（日本原子力研究開発機構 理事） 

15:30–16:00 特別講演 2 福島第一原子力発電所における廃炉・汚染水対策の現状と今後の課 

松本純一（東京電力ホールディングス 福島第一廃炉推進カンパニー廃炉推進室長） 

④表彰式・交流会（1 階ふれあい広場：16:10–17:30） 

宮本皓一富岡町長ご挨拶 他 

 

（２）参加人数 

a．全体参加者 242 名 

高校生 20 高専生 13 学部生 13 大学院生 40 教職員 38 民間企業 64  

官公庁・独法・団体 52 報道機関 2 ：合計 242 

b．学生発表  

オーラルセッション 25 件  ポスター発表  37 件  合計  62 件  

C．企業等ポスター  14 件  

 

（３）表彰 

＜オーラルセッション＞ 

① 最優秀フロンティアスピリット賞  

墨田岳大（東京工業大学）  「メタル系溶融コリウムによる炉心構造物破損形態の解明」   

② 研究奨励賞  

a．廃止措置・設備管理に関する研究部門   

志藤暢哉（東北大学） 「900℃までの熱履歴を受けたセメント硬化体の塩化物イオン移動抵抗性」   

b. 燃料デブリ・放射性廃棄物に関する研究部門  

墨田岳大（東京工業大学）  「メタル系溶融コリウムによる炉心構造物破損形態の解明」  

c. ロボット・遠隔技術に関する研究部門 

藤田政宏（東北大学） 「廃炉作業における多種多様な不定形・軟脆弱物の把持を可能とする柔

剛切替なじみグリッパ機構」   

d. 核種分析に関する研究部門 

野上光博（東北大学）  「TlBr 放射線検出器の高線量場適用への検討」  

＜ポスターセッション＞ 

① 最優秀ポスター部門賞 

大澤紀久（東北大学）  「高温履歴を受けたコンクリートの塩化物イオン浸透挙動」  

②  研究奨励賞 

a. 設備管理に関する研究部門 

舘和希（東北大学）  「ステンレス鋼のすきま腐食進展におけるマクロセル電流の寄与に関する
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研究」 

b. 廃止措置に関する研究部門 

大澤紀久（東北大学） 「高温履歴を受けたコンクリートの塩化物イオン浸透挙動」  

ｃ．ロボット・遠隔技術に関する研究部門    

田中水輝（神戸大学） 「頭部運動を伴った遠隔操縦における一体感実現のための視覚提示許容

誤差の推定」  

d. 燃料デブリ・放射性廃棄物・核種分析に関する研究部門 

渡部志保（大阪大学） 「燃料デブリ中のプルトニウム・ガドリニウムの化学形態」  
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資料 3-2 

平成 30年 6月 18日 

 

次世代廃炉人材育成セミナーについて 

東京大学 岡本孝司 

東京工業大学 小原徹 

東北大学 原信義 

 

１．はじめに 

文部科学省が実施する「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業」の「廃止措

置研究・人材育成等強化プログラム」は、福島第一原子力発電所の廃炉を念頭に、将来の廃

止措置を担う次世代を育成するべく、研究と人材育成を一体的に行うプログラムであり、学

生が自らの研究テーマとして実際に廃止措置研究に携わることにより高い教育効果をもた

らしていることなどから、各方面より高い評価を得ている。 

今般、平成 26年度のプログラム開始より 4年が経過したことから、第 1期の採択機関で

ある３大学（東京大学、東京工業大学、東北大学）が中心となり、本プログラムのこれまで

の成果を振り返るとともに、これからの廃炉人材育成の新たな展開を議論することを目的

とした下記セミナーを開催した。 

本セミナーでは、各大学の研究成果の紹介だけではなく、プログラムを経て学部・大学院

を卒業した学生たちが、福島第一原子力発電所の廃炉をはじめとして、社会の中でどのよう

に廃止措置に関与・貢献し、活躍しているか発表した。  

また、3 大学の経験を踏まえ、これからの廃炉人材育成をどのように進めていくべきか、

有識者を交えてパネル討論を行った。 

 
２．日時：5月 17日（木）13時～17時 15分 

場所：東京大学武田先端知ビル武田ホール  

 

３． プログラム 

13:00-13:05 挨拶：大久保達也（東京大学大学院工学系研究科 研究科長） 

13:05-13:15 文科省ご挨拶：嶋崎政一（文部科学省原子力課放射性廃棄物企画室長） 

13:15-13:30 ご講演:山名元（文部科学省廃止措置研究・人材育成等強化プログラム PD） 

13:30-14:30 3大学代表からの成果発表 

・ 東京大学：岡本孝司（大学院工学系研究科 教授） 

・ 東京工業大学：小原徹（科学技術創成研究院 先導原子力研究所 教授） 

・ 東北大学：渡邉豊（原子炉廃止措置基盤研究センター長/工学研究科 教授） 

14:30-15:30 廃炉人材育成プログラムに参加した各大学学生及び 0Bからの発表 

（東京大学、東京工業大学、東北大学の学生あるいは卒業生から数名ずつ発表） 
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15:45-17:10 パネル討論 

 パネリスト： 

  吉川弘之（元 東京大学 総長） 

  山名元（文部科学省廃止措置研究・人材育成等強化プログラム PD） 

  野田耕一（日本原子力研究開発機構 理事） 

  角山茂章（福島県環境創造センター 所長） 

  小野明（東京電力 福島第一廃炉推進カンパニー プレジデント） 

各大学代表 

岡本孝司（東京大学） 

小原徹（東京工業大学） 

渡邉豊（東北大学）   

17:10-17:15 閉会挨拶 淺間一（東京大学大学院工学系研究科 教授） 

  

４．主な議事内容 

（１）各大学から今後の人材育成に必要なこととして以下があげられた。 
・必要な人材像の明確化（廃炉システム・マネジメント学人材の育成） 

・教育研究手法の展開（廃炉教育研究のシステム化） 

・長期を見据えた継続性（社会連携講座の運用） 

・廃止措置事業、基盤研究の進展を反映させた既存授業の改良と新教育カリキュラムの開発 

・キャリアパス形成活動の継続 

・異分野との融合 等 

 

（２）プログラム修了生からの報告として 3大学 7名からの報告があった 

・キャリアパスとして、プログラムが有効に活用されている 

 ・モティベーションを持った学生にとっては、非常に有効なプログラムである 

 ・国際的な視点を養う事ができた事が良かった 

  などの報告があった 

 

（２）パネル討論では以下の目標設定、成果、社会貢献の 3課題について討論された。 

【１．目標設定】 

a．廃炉人材育成は、いつを目標として設定すべきか？ 

b．どのような人材を継続的に育成する必要があるか？ 

c．長期にわたる人材を確保するためには、どの様な仕組み(含予算)が必要か？ 

・継続的に育成する事が重要。目標期限は重要ではない 

・１F廃炉は時間軸が重要。必要な人材像も時間とともに変わる。 

・事業者にはプロジェクト管理をしっかりできる人材が必要。 
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・廃炉に関する教員、研究室、大学があることが重要であり、ハードと資金が必要。 

・事故の本質が何なのかを考え、社会と技術との融合を目指すべき。 

・人材育成ロードマップをつくることが重要 

【２．効果的に、継続的に成果を出すには】 

a．学生がモチベーションをもてる魅力ある分野とするには、どの様な取り組みが必

要か？ 

b．廃炉には多種多様な人材が必要だが、分野を超えた連携をどのようにとればよい

か？（産官学の連携、国際連携はどのように行うべきか） 

C．人材育成成果はどのように評価すべきか？ 

・国際的視野が重要。 

・教員の育成、教員の力量育成も重要な課題 

・多種多様な連携のために、人材のダイバーシティが必要。 

・異分野からの参画を得るには、情報発信も必要。 

・異なる学会や高校生など１Fに目を向けるための仕組みと努力が必要。 

・廃炉は複雑であり、単なる科学ではなく、感性を併せたデザイン学が必要。 

・地元の県民目線に立った専門的な研究の重要性。 

・事業者側からの人材ニーズを提示する事も検討 

【３．社会に貢献するには】 

a．廃炉現場に成果を効果的に反映するためには、どのような取り組みが必要か？ 

b．廃炉研究で得られる「知」を集積し、福島復興に貢献するためには、どのような取

り組みが必要か？ 

・知恵を集積して福島県に知の拠点を作る必要性。 

・一線級の知識人が被災地に集まる事を含め、デザイン学が必要。 

・廃炉も人類の新しい知としてまとめ、新しい学問分野を作り上げる。 

・福島に大学院大学のような知の集積拠点を作る事で、復興にもつながる。 

・知の集積では文系、理系を超えて討論できる新しい仕組みが重要 

・若手教員の育成が必須。知の集積において若手研究者が活躍できる場が必要。 

 

５．まとめ 

・今まで試行錯誤で様々な研究教育、人材育成の試みを行った結果、具体的な問題と目標

を基に高い問題意識を持つ熱意のある学生を輩出する事ができた。また従前の縦割り

カリキュラムでは学べないことを学べたため、一味違った人材が育った。 

・廃炉研究の特徴は、①分野横断性（分野を超えた知識，技術をまなび総動員）、②国際

性（世界の共通した問題，国内外の英知の結集）③社会受容性（技術を作るだけでなく，

使われることも考える）であり、 1F廃炉はランドマークプロジェクトである． 

・廃炉は技術力や競争力強化につながるため後ろ向きではなく、チャンスと捉えるべき。 
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・今年度は廃炉人材育成プログラム最終年度であるが、廃炉研究に携わることで，様々な

分野で活躍できるキャリアパスにつながるため、本プログラムの継続は極めて重要。． 

 

以上 
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無
断
複
製
・転
載
禁
止

原
子
力
損
害
賠
償
・廃
炉
等
支
援
機
構

廃
炉
人
材
育
成
に
係
る
今
後
の
取
組

20
18
年

6月
18
日

原
子
力
損
害
賠
償
・廃
炉
等
支
援
機
構

資
料

3
-
3
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Co

rp
or

at
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断
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製
・転
載
禁
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原
子
力
損
害
賠
償
・廃
炉
等
支
援
機
構

１
．
これ
ま
で
の
検
討


中
長
期
に
わ
た
る
１
Ｆ
廃
炉
事
業
を
継
続
的
に
支
え
る
基
盤
とし
て
の
人
材
は
、学

生
段
階
で
の
育
成
の
み
な
らず
、現

場
で
研
究
開
発
・廃
炉
作
業
に
携
わ
る
研
究
者
・エ
ン

ジ
ニ
ア
に
対
して
の
人
材
育
成
も
必
要
で
あ
り、
廃
炉
研
究
開
発
連
携
会
議
で
議
論
し

て
き
た
とこ
ろ
、以

下
の
論
点
が
挙
げ
られ
て
い
る
。


これ
を
受
け
て
、廃

炉
研
究
開
発
人
材
検
討
の
た
め
の
技
術
マ
ップ
試
案
を
作
成
した
。

2

（
１
）

1F
廃
炉
推
進
上
の
諸
課
題
を
念
頭
に
置
い
て
、今
後
どの
よ
うな
場
面

（
業
務
・時
期
・主
体
）
で
どの
よ
うな
人
材
（
原
子
力
以
外
の
分
野
も
含

む
専
門
性
・経
験
等
）
が
必
要
とさ
れ
て
い
くの
か
を
整
理
して
い
く必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
２
）
共
通
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、連
携
に
よ
り可

能
な
取
組
とし
て
追
加

す
べ
き
要
素
が
な
い
か
。
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原
子
力
損
害
賠
償
・廃
炉
等
支
援
機
構

廃
炉
研
究
開
発
人
材
検
討
の
た
め
の
技
術
マ
ップ
試
案

3

•
1F
廃
炉
推
進
上
の
諸
課
題
を
念
頭
に
置
い
て
、1

F廃
炉
の
た
め
に
必
要
な
コア
技
術
の
全
体
像
・必
要
とさ
れ
る

1F
廃
炉
人
材
像
を
把
握
し、
今
後
どの
よ
うな
場
面
で

どの
よ
うな
人
材
が
必
要
とさ
れ
て
い
くの
か
を
整
理
す
る
べ
く、

N
D

Fで
は
東
京
電
力
とプ
ラン
トメ
ー
カー
３
社
と協

力
して
「廃
炉
研
究
開
発
人
材
検
討
の
た
め
の
技
術

マ
ップ
試
案
」を
作
成
した
。

•
各
機
関
は
、こ
の
技
術
マ
ップ
を
、(

1)
1F
廃
炉
技
術
の
全
体
像
の
明
示
的
な
把
握

, (
2)
自
社
人
材
の
強
み
の
明
示
的
な
把
握

, (
3)
研
修
プ
ログ
ラム
の
整
備

, (
4)

既
存
の
原
子
力
産
業
に
とど
ま
らな
い
幅
広
い
層
か
らの
人
材
確
保
策
の
検
討
な
ど、
今
後
の
人
材
育
成
・確
保
の
た
め
に
活
用
して
い
く。

①
他
の
原
子
力
産
業
の
段
階
に
類
似
の
項
目
が
存
在
す
る
技
術
課
題
は
黄
色
、②

類
似
の
項
目
が
存
在
す
る
が
課
題
の
前
提
や
求
め
られ
る
対
応
の
レ
ベ
ル
が

大
き
く異
な
る
技
術
課
題
は
緑
色
、③

類
似
の
項
目
が
存
在
しな
い

1F
・事
故
炉
に
特
有
の
技
術
課
題
は
赤
色
で
塗
りつ
ぶ
した
。

基
本
的
に
、黄

色
や
緑
色
の
項
目
は
、既

存
の
原
子
力
産
業

に
お
け
る
技
術
・人
材
プ
ー
ル
を
活
用
し、
トレ
ー
ニ
ン
グ
等
に
よ

り人
材
を
調
達
す
る
こと
が
可
能
と考

え
られ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、赤

色
の
項
目
は
、既

存
の
原
子
力
産
業
に
限
らな
い

幅
広
い
分
野
に
技
術
・人
材
を
求
め
、あ
る
い
は
計
画
的
に
育

成
して
い
く必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

作
業
工
程

電
気
・機
械
系
工
学

プ
ラ
ン
ト
系
工
学

土
木
・地
盤
・

建
築
系
工
学

化
学
・材
料
系
工
学

原
子
力
工
学

（
環
境
・放
射
線
含
む
）

（
専
門
分
野
例
）

機
械
、電

気
・電
子
、電

子
材
料
、計

測
・制

御
、信

号
・画
像
処
理
、情

報
工
学

（
専
門
分
野
例
）

化
学
工
学
、工

業
化
学
、化

学
プ
ラン
ト、
プ
ラ

ン
ト工

学
、プ
ロセ
ス
工
学
、水

化
学

(専
門
分
野
例

)
土
木
工
学
、地

盤
工
学
、建

築
工
学
、地

下
水
工
学
、深

地
層
科
学
、水

利
地
質
学
、土

壌
科
学
、物

性
工
学
（
コン
クリ
ー
ト等

）

（
専
門
分
野
例
）

材
料
工
学
、物

性
工
学
（
金
属
等
）
、金

属
腐
食
工
学
、核

燃
料
工
学
、ア
クチ
ノイ
ド
化

学
、放

射
線
化
学

（
専
門
分
野
例
）

原
子
炉
物
理
、原

子
炉
設
計
・構
造
、シ
ミュ

レ
ー
シ
ョン
工
学
、臨

界
管
理
、保

全
工
学
、

放
射
線
科
学
、放

射
線
影
響
、放

射
線
取
扱

環
境
放
射
線
、速

度
論

（
基
礎
的
技
術
例
）

電
気
系
統
設
計
エ
ン
ジ
ニ
ア
リン
グ
（
計
測
・制

御
、強

電
・弱
電
、機

械
）
、イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、

ヒュ
ー
マ
ン
イン
タフ
ェー
ス
、V

R技
術
、視

認
技

術
・認
識
支
援
、機

械
的
工
作
（
切
削
・せ
ん

断
等
）
、遠

隔
装
置
（
ロ
ボ
テ
ィク
ス
）
、耐

放
射
線
性

（
基
礎
的
技
術
例
）

プ
ラン
ト設

計
、製

造
、施

工
、組

立
、配

管
、

プ
ラン
トデ
ザ
イン
、系

統
デ
ザ
イン
、プ
ラン
ト計

装
、バ
ウ
ン
ダリ
構
築
、負

圧
管
理
、フ
ィル
タ設

計
、エ
ン
ジ
ニ
ア
リン
グ
フロ
ー

（
基
礎
的
技
術
例
）

建
屋
等
設
計
、
建
設
・施
工
、解

体
技
術
、

非
破
壊
検
査
（
コン
クリ
ー
ト
等
）
、建

屋
等

健
全
性
、ボ
ー
リン
グ
、地

中
拡
散
抑
制
・環

境
回
復
、コ
ン
クリ
ー
ト物

性

（
基
礎
的
技
術
例
）

溶
接
、腐

食
評
価
、金

属
物
性
、原

子
炉
材

料
、燃

料
設
計
、ラ
ジ
オ
リシ
ス
（
放
射
性
分

解
）
、防

錆
、長

期
健
全
性
評
価
、減

容
・

安
定
化
・固
定
化
、金

属
再
利
用
技
術
、性

状
把
握

（
基
礎
的
技
術
例
）

設
計
、運

転
、未

臨
界
監
視
・管
理
、解

析
コー
ド
・各
種
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
、ヒ
ュー
マ
ン
ファ

クタ
ー
、燃

焼
度
、核

種
分
析
、防

護
、環

境
影
響
評
価
、
被
ば
く評

価
、線

量
評
価
、放

出
・飛
散
・移
行
評
価
、将

来
推
定
（
長
期

動
態
）
、移

行
挙
動

サ
イ
ト
安
定
化

地
下
水
・汚
染
水
対
策

冷
却
機
能
確
保
（
注
水
循
環
）

使
用
済
燃
料
取
り出

し

使
用
済
燃
料
取
扱
装
置

冷
却
水
・汚
染
水
対
策
（
循
環
系
）
地
下
水
対
策

汚
染
水
対
策
（
処
理
）

熱
解
析
・冷
却
評
価

作
業
環
境
向
上

建
屋
内
除
染

PC
V
内
構
造
化

電
気
系
シ
ス
テ
ム
（
強
電
・弱
電
）

計
装
シ
ス
テ
ム

除
染
技
術
（
機
器
開
発
）

系
統
除
染
（
化
学
的
）

除
染
技
術
（
コン
クリ
ー
ト等

）
汚
染
機
構
解
明

除
染
技
術
（
構
造
物
）

海
水
影
響
（
化
学
的
）

腐
食
抑
制
（

PC
V/

RP
V）

汚
染
マ
ップ
作
成

調
査
・取
出
準
備

内
部
調
査

廃
棄
物
サ
ン
プ
リン
グ

燃
料
デ
ブ
リサ
ン
プ
リン
グ

遠
隔
工
作
・計

測
機
器
（
調
査
装

置
）

系
統
設
計
（
プ
ロセ
ス
）

配
置
設
計

構
造
設
計
（
プ
ロ
セ
ス
機
器
・配

管
等
）

閉
じ込

め
シ
ス
テ
ム
（
α核
種
）

ダ
ス
ト
（
飛
散
微
粒
子
）
対
策
（
シ

ス
テ
ム
）

空
調
設
計

建
屋
構
造
健
全
性

格
納
容
器
構
造
健
全
性

建
屋
止
水

PC
V止

水

系
統
設
計
（
材
料
）

燃
料
デ
ブ
リ性
状
把
握
（
化
学
的
）

収
納
容
器
等
設
計
（
材
料
）

事
故
進
展
過
程

燃
料
デ
ブ
リ性
状
把
握
（
推
定
等
）

熱
解
析
・冷
却
評
価

耐
放
射
線
設
計

ダ
ス
ト
（
飛
散
微
粒
子
）
対
策
（
被

ば
く）

燃
料
デ
ブ
リ取

出
燃
料
デ
ブ
リ取

り出
し

燃
料
デ
ブ
リ輸

送
保
管

燃
料
デ
ブ
リ処

理
処
分

放
射
線
計
測
（
シ
ス
テ
ム
開
発
）

オ
ン
サ
イト
分
析

非
破
壊
検
査
・分
析
（
機
器
）

遠
隔
工
作
・計

測
機
器
（
取
り出

し
装
置
）

切
断
・解
体
（
構
造
物
）

燃
料
デ
ブ
リサ
ン
プ
リン
グ
機
器

燃
料
デ
ブ
リ取
り出

し機
器

廃
棄
物
サ
ン
プ
リン
グ
機
器

廃
棄
物
吸
引
・取
り出

し機
器

燃
料
デ
ブ
リ処
理

廃
棄
物
処
理
（
減
容
・安
定
化
）

放
射
線
計
測
（
素
子
開
発
）

燃
料
デ
ブ
リ経
年
変
化
特
性

廃
棄
物
性
状
把
握
（
放
射
化
学
的

分
析
）

廃
棄
物
保
管
管
理
（
化
学
的
安
定

性
・長
期
変
化
予
測
）

放
射
線
計
測
（
取
扱
等
）

放
射
線
防
護

核
種
分
析

臨
界
管
理

放
射
能
・物
質
収
支
管
理
（
イ
ン
ベ
ン

トリ
評
価
）

燃
料
デ
ブ
リ保

管
管
理
（
臨
界
・遮

蔽
）

廃
棄
体
熱
計
算

廃
棄
物
保
管
管
理
（
臨
界
・遮
蔽
）

解
体
・環
境
回
復

原
子
炉
領
域
解
体

建
屋
等
解
体

廃
棄
物
処
理
処
分

環
境
回
復
（
土
壌
復
元
等
）

遠
隔
工
作
・計

測
機
器
（
解
体
装

置
）

切
断
・解
体
（
構
造
物
）

廃
棄
物
サ
ン
プ
リン
グ
機
器

廃
棄
物
吸
引
・取
り出

し機
器

廃
棄
物
処
理
（
減
容
・安
定
化
）

建
屋
等
解
体

セ
メン
ト・
ア
ス
ファ
ル
ト固

化
保
管
施
設
・処
分
場
設
計
（
熱
設
計

等
）

環
境
回
復
（
土
壌
等
）

廃
棄
物
性
状
把
握
（
放
射
化
学
的

分
析
）

廃
棄
物
保
管
管
理
（
化
学
的
安
定

性
・長
期
変
化
予
測
）

廃
棄
体
熱
計
算

廃
棄
物
保
管
管
理
（
臨
界
・遮
蔽
）

クリ
ア
ラン
ス
評
価

 原
子

力

産
業

の

段
階

 

特
徴

 
作

業
工
程

 

 

電
気

・
機

械
系

工
学

 

 

 

プ
ラ
ン
ト
系

工
学

 

 

 

土
木

・
地

盤
・
建
築

系
工

学
 

 

 

化
学

・
材

料
系

工
学

 

 

原
子

力
工

学
 

（
環

境
・
放

射
線
含

む
）
 

 

 

そ
の

他
 

 

（
専
門
分

野
例
）
 

機
械

、
電

気
・
電

子
、
電

子
材

料
、
計

測
・
制

御
、
信

号
・
画

像

処
理
、
情
報
工

学
 

 

（
専
門
分

野
例
）
 

化
学

工
学

、
工

業
化

学
、
化

学
プ

ラ
ン
ト
、
プ
ラ
ン
ト
工

学
、
プ
ロ
セ

ス
工
学
、
水

化
学

 

 

(専
門
分
野
例

) 

土
木
工

学
、
地

盤
工

学
、
建

築
工

学
、
地

下
水

工
学

、
深

地
層

科

学
、
水

利
地

質
学

、
土

壌
科

学
、

物
性
工
学

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
）
 

 

（
専
門
分

野
例
）
 

材
料

工
学

、
物

性
工

学
（
金

属

等
）
、
金

属
腐

食
工

学
、
核

燃
料

工
学

、
ア
ク
チ
ノ
イ
ド
化

学
、
放

射

線
化
学

 

 

（
専
門
分

野
例
）
 

原
子

炉
物

理
、
原

子
炉

設
計

・
構

造
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
工

学
、
臨

界
管
理
、
保
全

工
学
、
放
射

線
科

学
、
放

射
線

影
響

、
放

射
線

取

扱
、
環
境
放
射

線
、
速
度

論
 

 

（
専
門
分

野
例
）
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
、
法

務
、
労

務
、
財

務
、

P
A
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
対
外

戦
略
、
情
報

シ
ス
テ
ム
、
放
射
線
管

理
 

 

（
基
礎
的

技
術
例
）
 

電
気

系
統

設
計

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
（
計

測
・
制

御
、
強

電
・
弱

電
、

機
械

）
、
イ
メ
ー

ジ
ン
グ

、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
、

V
R
技
術
、

視
認

技
術

・
認

識
支

援
、
機

械
的

工
作

（
切

削
・
せ

ん
断

等
）
、
遠

隔

装
置

（
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
）
、
耐

放
射

線
性

 

 

（
基
礎
的

技
術
例
）
 

プ
ラ
ン
ト
設

計
、
製

造
、
施

工
、
組

立
、
配

管
、
プ
ラ
ン
ト
デ

ザ
イ
ン
、

系
統

デ
ザ

イ
ン
、
プ
ラ
ン
ト
計

装
、

バ
ウ
ン
ダ
リ
構

築
、
負

圧
管

理
、

フ
ィ
ル

タ
設

計
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
フ
ロ
ー

 

 

（
基
礎
的

技
術
例
）
 

建
屋

等
設

計
、
建

設
・
施

工
、
解

体
技

術
、
非

破
壊

検
査

（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等

）
、
建

屋
等

健
全

性
、
ボ

ー
リ
ン
グ
、
地

中
拡

散
抑

制
・
環

境
回
復
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
物

性
 

 

（
基
礎
的

技
術
例
）
 

溶
接

、
腐

食
評

価
、
金

属
物

性
、

原
子

炉
材

料
、
燃

料
設

計
、
ラ
ジ

オ
リ
シ

ス
（
放

射
性

分
解

）
、
防

錆
、
長

期
健

全
性

評
価

、
減

容
・

安
定

化
・
固

定
化

、
金

属
再

利
用

技
術
、
性
状
把

握
 

 

（
基
礎
的

技
術
例
）
 

設
計

、
運

転
、
未

臨
界

監
視

・
管

理
、
解

析
コ
ー
ド
・
各

種
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
フ
ァ
ク
タ

ー
、
燃

焼
度

、
核

種
分

析
、
防

護
、
環

境
影

響
評

価
、
被

ば
く
評

価
、
線
量

評
価
、
放
出
・
飛
散

・
移

行
評

価
、
将

来
推

定
（
長

期
動

態
）
、
移
行
挙

動
 

 

（
基
礎
的

技
術
例
）
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
（
計

画
策

定
、
リ
ス
ク
評

価
・
管

理
、
リ
ソ
ー

ス
評

価
、
Ｅ
Ｖ
Ｍ
等

）
、
法

令
、
行

政
、
会

計
、
調

達
、
契

約
、
人

工
数

評
価

、
労

働
安

全
、
記

録
・
書

類
・
知

識
管

理
、
意

思
決

定
、
問
題
解

決
、
戦
略
的

思
考
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能

力
、
交

渉
・
影

響
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、

コ
ー
チ
ン
グ
、
外

国
語

能
力
、
ＩＣ

Ｔ
・
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、
施

設
維

持
管

理
、
そ
の

他
バ

ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
全

般
、
計

量
管

理
・
核
管

理
・
保
障

措
置
・
査
察
対

応
 

 

原
子

力

発
電

所

（
計

画
・

建
設

か

ら
運

転
ま

で
）
 

 

臨
界

/
未

臨
界
維

持
 

多
重
防
護

の
存
在

 

一
部
に
遠
隔

操
作

 

高
温
・
高

圧
 

長
期
の
運

転
期
間

 

設
計
・
建

設
 

機
器
設
計

 

製
造
・
組

立
 

発
電
（
タ
ー
ビ
ン
等
）
 

運
転
・
保

守
 

燃
料
交
換

・
保
管

 

 

電
気
系
シ
ス
テ
ム
（
強

電
・
弱
電

）
 

計
装
シ
ス
テ
ム

 

発
電
機
器

（
タ
ー
ビ
ン
等
）
 

保
守
・
点

検
（
電
気

機
器
等

）
 

非
破
壊
検

査
・
分

析
（
機
器

）
 

 

系
統
設
計

（
プ
ロ
セ
ス
）
 

配
置
設
計

 

構
造

設
計

（
プ
ロ
セ
ス
機

器
・
配

管
等
）
 

熱
水
力
設

計
 

発
電
用
循

環
系
（
熱
交
換

器
等
）
 

閉
じ
込

め
シ
ス
テ
ム
（
α
以
外

）
 

空
調
設
計

 

 

地
盤
評
価

 

耐
震
設
計

（
建
屋

構
造
健

全
性
）
 

大
型
機
器

組
立

 

保
守
・
点

検
（
建
屋

等
）
 

 

原
子
炉
設

計
（
材

料
）
 

系
統
設
計

（
材
料
）
 

構
造
物
構

造
健
全

性
 

保
守
・
点

検
（
構
造

物
・
系

統
）
 

 

炉
心
設
計

 

安
全
設
計

 

遮
蔽
設
計

 

熱
解
析
・
冷
却
評

価
 

プ
ラ
ン
ト
運

転
 

不
測
事
態

対
応

 

燃
料
貯
蔵

（
乾
式
・
湿
式
）
 

 

＜
法
務
・
財
務
・
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
＞

 

財
務

管
理

、
契

約
事

務
、
購

買
事

務
、
電

気
・
ガ
ス
・
水

道
、
知

財
管

理
、
情

報
シ
ス
テ
ム
整

備
・
運

用
、
警

備
、
記

録
・
文

書
管

理
 

 ＜
労
務
・
組
織
運

営
・
安
全

管
理
＞

 

労
働

安
全

、
非

常
時

・
事

故
時

対
応

、
火

災
・
爆

発
防

止
対

策
、
エ
ラ
ー
対
策
、
作
業

危
険

度
評

価
、
危

機
管
理
、
評

価
（
監

査
）
、
組

織
管

理
、
施

設
管

理
（
運

用
）
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維

持
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
設

計
、
技

術
継

承
、
教

育
訓

練
、
人

事

（
人
材
管

理
・
育
成

計
画
）
 

 ＜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理

＞
 

戦
略

的
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
、
処

置
シ
ナ
リ
オ
検

討
、
全

体
計

画
策

定
、
廃

止
措

置
計

画
立

案
・
申

請
、
コ
ス
ト
評

価
・
管

理
、
時

間

管
理

、
リ
ス
ク
評

価
・
管

理
、
工

程
管

理
、
物

量
管

理
、
資

材
調

達
、
支

出
優

先
度

、
品

質
保

証
、
敷

地
計

画
、
作

業
ス
ペ
ー
ス

管
理

、
特

殊
な
調

達
（
計

画
・
実

施
）
、
冗

長
性

確
保

、
工

事
管

理
、
品
質
管
理

 

 ＜
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
＞

 

工
程

立
案

、
工

事
計

画
、
保

守
、
運

転
指

示
書

、
計

画
・
訓

練

用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
、
（
遠
隔
）
機
器
操

作
技
術
、
高

所
作
業
計

画
 

 ＜
原
子
力

施
設
共

通
事
項

＞
 

敷
地

計
画

・
立

地
対

策
、
環

境
影

響
評

価
、
（
環

境
）
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
、
被

ば
く
管

理
評

価
、
放

射
線

管
理

設
備
、
核

テ
ロ
対

策
・

核
物

質
防

護
対

応
、
管

理
区

域
等

設
定

・
解

除
、
設

備
保

全
、

燃
料

・
廃

棄
物

輸
送

計
画
・
管

理
・
実

施
、
安

全
規

制
対

応
・
許

認
可
、
保
障
措

置
対
応

 

 ＜
研
究
開

発
環
境

＞
 

先
行

事
例

・
文

献
調

査
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
環

境
維

持
、
研

究
基

盤
の

整
備
・
維
持
、
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
戦

略
策

定
、
研

究
機

関

と
の
連

携
 

 ＜
社
会
的

関
係
性

＞
 

過
去

の
経

緯
と
整

合
性

確
保

、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル

ダ
ー

と
の

関

係
、
社
会
的
影

響
、
広
報
、
見

学
者
対

応
 

 

核
燃

料
・

廃
棄

物

（
フ
ロ
ン
ト

エ
ン
ド
か

ら
バ

ッ
ク

エ
ン
ド
ま

で
）
 

 

未
臨
界
維

持
必
要

 

多
重
防
護

の
存
在

 

高
放
射
線

場
 

遠
隔
操
作

が
基
本

 

長
期
の
運

転
期
間

 

一
部
に
工
作

作
業

 

α
含
む
ダ
ス
ト
発

生
 

多
く
の

化
学

プ
ロ
セ

ス
 

 

設
計
・
建

設
 

機
器
設
計

 

製
造
・
組

立
 

運
転
・
保

守
 

原
料
・
燃

料
輸
送

 

燃
料
加
工

・
製
造

等
 

燃
料
貯
蔵

（
湿
式
・
乾
式
）
 

使
用
済
燃

料
再
処

理
 

廃
棄
物
処

理
処
分

 

 

電
気
系
シ
ス
テ
ム
（
強

電
・
弱
電

）
 

計
装
シ
ス
テ
ム

 

核
燃

料
・
使

用
済

燃
料

取
扱

装

置
 

遠
隔
工
作

・
計
測

機
器

 

切
断
・
解

体
（
使
用

済
燃
料

等
）
 

廃
棄
物
吸

引
・
取

り
出

し
機
器

 

除
染
技
術

（
機
器

開
発
）
 

 

系
統
設
計

（
プ
ロ
セ
ス
）
 

配
置
設
計

 

構
造

設
計

（
プ
ロ
セ
ス
機

器
・
配

管
等
）
 

閉
じ
込

め
シ
ス
テ
ム
（
α
核
種

）
 

ダ
ス
ト
（
飛

散
微

粒
子

）
対

策
（
シ

ス
テ
ム
）
 

空
調
設
計

 

使
用
済
燃

料
再
処

理
 

系
統
除
染

（
化
学

的
）
 

廃
棄
物
処

理
（
減

容
・
安
定

化
）
 

保
守
・
点

検
（
系
統

）
 

 

地
盤
評
価

 

耐
震
設
計

（
建
屋

構
造
健

全
性
）
 

大
型
機
器

組
立

 

除
染
技
術

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
）
 

セ
メ
ン
ト
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
固

化
 

保
管

施
設

・
処

分
場

設
計

（
熱

設

計
等
）
 

保
守
・
点

検
（
建
屋

等
）
 

 

燃
料
設
計

（
材
料
）
 

燃
料
加
工

製
造

 

系
統
設
計

（
材
料
）
 

保
守
・
点

検
（
系
統

）
 

除
染
技
術

（
系
統
）
 

収
納
容
器

等
設
計

（
材
料
）
 

廃
棄

物
保

管
管

理
（
化

学
的

安

定
性
・
長

期
変
化

予
測
）
 

 

燃
料
設
計

（
熱
・
中

性
子
）
 

安
全
設
計

 

遮
蔽
設
計

 

熱
解
析
・
冷
却
評

価
 

臨
界
管
理

 

放
射
線
計

測
 

耐
放
射
線

設
計

 

計
量
管
理

（
臨
界
）
 

ダ
ス
ト
（
飛

散
微

粒
子

）
対

策
（
被

ば
く
）
 

廃
棄
体
熱

計
算

 

廃
棄

物
保

管
管

理
（
臨

界
・
遮

蔽
）
 

放
射

能
・
物

質
収

支
管

理
（
イ
ン

ベ
ン
ト
リ
評

価
）
 

 

通
常

炉

（
非

事
故

炉
）
等

の

原
子

力

施
設

の

廃
止

措

置
 

 

内
部
状
態

は
既
知

 

多
重

防
護

を
段

階

的
に
解
除

 

一
部
に
遠
隔

操
作

 

多
く
の
工

作
作
業

 

ダ
ス
ト
発
生

 

長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

 

使
用
済
燃

料
取

り
出

し
 

建
屋
内
除

染
 

廃
棄
物
サ

ン
プ
リ
ン
グ

 

原
子
炉
領

域
解
体

 

建
屋
等
解

体
 

廃
棄
物
処

理
処
分

 

環
境
回
復

（
土
壌

復
元
等
）
 

 

遠
隔
工
作

・
計
測

機
器

 

切
断
・
解

体
（
構
造

物
）
 

廃
棄
物
吸

引
・
取

り
出

し
機
器

 

除
染
技
術

（
機
器

開
発
）
 

非
破
壊
検

査
・
分

析
（
機
器

）
 

廃
棄
物
サ

ン
プ
リ
ン
グ
機

器
 

鋼
材
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
解

体
 

 

閉
じ
込

め
シ
ス
テ
ム
（
α
以
外

）
 

系
統
除
染

（
化
学

的
）
 

ダ
ス
ト
（
飛

散
微

粒
子

）
対

策
（
シ

ス
テ
ム
）
 

廃
棄
物
処

理
（
減

容
・
安
定

化
）
 

 

建
屋
構
造

健
全
性

 

除
染
技
術

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
）
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
再
利

用
 

建
屋
等
解

体
 

保
管

施
設

・
処

分
場

設
計

（
熱

設

計
等
）
 

環
境
回
復

（
土
壌

等
）
 

 

除
染
技
術

（
構
造

物
）
 

廃
棄

物
性

状
把

握
（
放

射
化

学

的
分
析
）
 

廃
棄

物
保

管
管

理
（
化

学
的

安

定
性
・
長

期
変
化

予
測
）
 

 

放
射
線
計

測
（
取

扱
等
）
 

放
射
線
防

護
 

核
種
分
析

 

遮
蔽
設
計

 

ダ
ス
ト
（
飛

散
微

粒
子

）
対

策
（
被

ば
く
）
 

廃
棄
体
熱

計
算

 

廃
棄

物
保

管
管

理
（
臨

界
・
遮

蔽
）
 

放
射

能
・
物

質
収

支
管

理
（
イ
ン

ベ
ン
ト
リ
評

価
）
 

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
評

価
 

 

１
Ｆ
・
事

故
炉

の

廃
止

措

置
 

 

未
臨
界
維

持
必
要

 

高
放
射
線

場
 

遠
隔
操
作

が
基
本

 

多
重
防
護

の
喪
失

 

内
部
状
況

不
明

 

不
確
実
性

が
高
い

 

多
く
の
工

作
作
業

 

α
含
む
ダ
ス
ト
発

生
 

長
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
 

     

＜
サ
イ
ト
安

定
化

＞
 

地
下
水
・
汚
染
水

対
策

 

冷
却

機
能

確
保

（
注

水
循

環
）
 

使
用
済
燃

料
取

り
出

し
 

 

使
用
済
燃

料
取
扱

装
置

 

  

冷
却

水
・
汚

染
水

対
策

（
循

環

系
）
 

地
下
水
対

策
 

汚
染
水
対

策
（
処

理
）
 

熱
解
析
・
冷
却
評

価
 

 

・
形

状
や

組
成

・
内

部
状

態
が

不
明

な
ど
、
通
常

と
は

異
な
る
１

Ｆ
に
特

有
の

環
境

下
、
不

確
実

性
が

高
い
中

で
の

、
安

全
・

確
実

・
合

理
的

・
迅

速
・
現

場
志

向
を
念

頭
に
置

い
た
上

記

す
べ

て
の
実
施
（
特
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
）
 

 ・
先
例
の

な
い
規

制
・
保
障

措
置
に
係

る
対
応

 

 ・
時

期
に
よ
っ
て
必

要
な
人

材
が

異
な
り
、
工

程
も
変

化
す
る
こ

と
な
ど
も
考

え
る
と
、
複

数
の

分
野

に
精

通
し
た
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
重
要

 

  

 
＜

作
業
環

境
向

上
＞

 

建
屋
内
除

染
 

P
C

V
内
構
造
化

 

 

電
気
系
シ
ス
テ
ム
（
強

電
・
弱
電

）
 

計
装
シ
ス
テ
ム

 

除
染
技
術

（
機
器

開
発
）
 

  

系
統
除
染

（
化
学

的
）
 

  

除
染
技
術

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
）
 

  

汚
染
機
構

解
明

 

除
染
技
術

（
構
造

物
）
 

海
水
影
響

（
化
学

的
）
 

腐
食
抑
制

（
P

C
V

/
R

P
V
）
 

  

汚
染
マ
ッ
プ
作
成

 

  

 
 

＜
調

査
・
取
出

準
備

＞
 

内
部
調
査

 

廃
棄
物
サ

ン
プ
リ
ン
グ

 

燃
料

デ
ブ
リ
サ

ン
プ
リ

ン
グ

 

 

遠
隔

工
作

・
計

測
機

器
（
調

査
装

置
）
 

 

系
統
設
計

（
プ
ロ
セ
ス
）
 

配
置
設
計

 

構
造

設
計

（
プ
ロ
セ
ス
機

器
・
配

管
等
）
 

閉
じ
込

め
シ
ス
テ
ム
（
α
核
種

）
 

ダ
ス
ト
（
飛

散
微

粒
子

）
対

策
（
シ

ス
テ
ム
）
 

空
調
設
計

 

  

建
屋
構
造

健
全
性

 

格
納
容
器

構
造
健

全
性

 

建
屋
止
水

 

P
C

V
止
水

 

 

系
統
設
計

（
材
料
）
 

燃
料

デ
ブ
リ
性

状
把

握
（
化

学

的
）
 

収
納
容
器

等
設
計

（
材
料
）
 

 

事
故
進
展

過
程

 

燃
料

デ
ブ
リ
性

状
把

握
（
推

定

等
）
 

熱
解
析
・
冷
却
評

価
 

耐
放
射
線

設
計

 

ダ
ス
ト
（
飛

散
微

粒
子

）
対

策
（
被

ば
く
）
 

 

 
 

＜
燃

料
デ
ブ
リ
取

出
＞

 

燃
料
デ
ブ
リ
取

り
出

し
 

燃
料
デ
ブ
リ
輸
送

保
管

 

燃
料
デ
ブ
リ
処
理

処
分

 

  

放
射
線
計

測
（
シ
ス
テ
ム
開
発
）
 

オ
ン
サ
イ
ト
分

析
 

非
破
壊
検

査
・
分

析
（
機
器

）
 

遠
隔

工
作

・
計

測
機

器
（
取

り
出

し
装
置

）
 

切
断
・
解

体
（
構
造

物
）
 

燃
料
デ
ブ
リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
機
器

 

燃
料
デ
ブ
リ
取

り
出

し
機
器

 

廃
棄
物
サ

ン
プ
リ
ン
グ
機

器
 

廃
棄
物
吸

引
・
取

り
出

し
機
器

 

  

燃
料
デ
ブ
リ
処
理

 

廃
棄
物
処

理
（
減

容
・
安
定

化
）
 

 

  

放
射
線
計

測
（
素

子
開
発
）
 

燃
料
デ
ブ
リ
経
年

変
化
特

性
 

廃
棄

物
性

状
把

握
（
放

射
化

学

的
分
析
）
 

廃
棄

物
保

管
管

理
（
化

学
的

安

定
性
・
長

期
変
化

予
測
）
 

  

放
射
線
計

測
（
取

扱
等
）
 

放
射
線
防

護
 

核
種
分
析

 

臨
界
管
理

 

放
射

能
・
物

質
収

支
管

理
（
イ
ン

ベ
ン
ト
リ
評

価
）
 

燃
料

デ
ブ
リ
保

管
管

理
（
臨

界
・

遮
蔽
）
 

廃
棄
体
熱

計
算

 

廃
棄

物
保

管
管

理
（
臨

界
・
遮

蔽
）
 

  

 
 

＜
解

体
・
環
境

回
復

＞
 

原
子
炉
領

域
解
体

 

建
屋
等
解

体
 

廃
棄
物
処

理
処
分

 

環
境

回
復

（
土

壌
復

元

等
）
 

 

遠
隔

工
作

・
計

測
機

器
（
解

体
装

置
）
 

切
断
・
解

体
（
構
造

物
）
 

廃
棄
物
サ

ン
プ
リ
ン
グ
機

器
 

廃
棄
物
吸

引
・
取

り
出

し
機
器

 

  

廃
棄
物
処

理
（
減

容
・
安
定

化
）
 

 

建
屋
等
解

体
 

セ
メ
ン
ト
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
固

化
 

保
管

施
設

・
処

分
場

設
計

（
熱

設

計
等
）
 

環
境
回
復

（
土
壌

等
）
 

 

廃
棄

物
性

状
把

握
（
放

射
化

学

的
分
析
）
 

廃
棄

物
保

管
管

理
（
化

学
的

安

定
性
・
長

期
変
化

予
測
）
 

  

廃
棄
体
熱

計
算

 

廃
棄

物
保

管
管

理
（
臨

界
・
遮

蔽
）
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
評
価

 

  

原
子
力
発
電
所

（
計
画
・建
設
～
運
転
）

核
燃
料
・廃
棄
物

（
フロ
ン
トエ
ン
ド～

バ
ック
エ
ン
ド）

通
常
炉
（
非
事
故
炉
）
等

原
子
力
施
設
の
廃
止
措
置

1F
・事
故
炉
の

廃
止
措
置
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無
断
複
製
・転
載
禁
止

原
子
力
損
害
賠
償
・廃
炉
等
支
援
機
構

2.
今
後
の
取
組


以
上
の
よ
うに
技
術
マ
ップ
に
つ
い
て
は
、各

機
関
に
お
い
て
、今

後
の
人

材
育
成
・確
保
の
た
め
に
活
用
して
い
くこ
とが
期
待
され
る
。


前
回
の
廃
炉
研
究
開
発
連
携
会
議
で
、人

材
育
成
の
取
組
とし
て
社
外

共
通
研
修
を
行
って
い
くこ
との
意
義
が
示
され
て
い
る
。


今
後
、社

外
共
通
研
修
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
くに
当
た
って
は
、各

社
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
内
容
が
異
な
る
面
も
あ
る
こと
か
ら、
各
社
の
ニ
ー
ズ
を

理
解
した
上
で
検
討
を
行
って
い
く必
要
が
あ
る
。


この
た
め
、社

外
共
通
研
修
の
ニ
ー
ズ
、実

施
に
当
た
って
の
各
種
事
項

（
カリ
キ
ュラ
ム
、講

師
、場

所
等
）
及
び
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
関
係

者
で
検
討
を
進
め
て
は
どう
か
。

4

14
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n 
Co

rp
or

at
io

n
無
断
複
製
・転
載
禁
止

原
子
力
損
害
賠
償
・廃
炉
等
支
援
機
構

社
外
共
通
研
修
の
イメ
ー
ジ

5

想
定
す
る
対
象
者

１
F廃
炉
の
業
務
に
新
た
に
従
事
す
る
予
定
の
若
手
技
術
者
・研
究
者
等

F事
故
の
内
容
と現

在
の
１

Fサ
イト
の
状
況

TM
I、
チ
ェル
ノブ
イリ
）

1号
機
、2
号
機
、3
号
機
炉
内
の
状
況
の
推
定

と内
部
調
査
結
果

F廃
炉
の
ロー
ドマ
ップ
と戦

略
プ
ラン

講
義
（
専
門
）

・デ
ブ
リ性
状

・放
射
線
計
測
技
術

・α
ダス
ト対

策
・除
染

・環
境
中
動
態

・遠
隔
技
術

見
学

・デ
ブ
リ（

TM
Iデ
ブ
リ、
模
擬
デ
ブ
リ）

・廃
止
措
置
現
場

・１
Fサ
イト

実
習

15
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１
Ｆ
廃
炉
人
材
育
成
の
全
体
像
（
案
）

２
０
１
８
年
６
月
１
８
日

廃
炉
・汚
染
水
対
策
チ
ー
ム
事
務
局

資
料

3-
4

17



１
Ｆ
廃
炉
人
材
育
成
の
全
体
像
（
案
）

●
30
～

40
年
続
く福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
作
業
に
お
い
て
は
、継

続
的
に
人
材
を
確
保
して
い
くこ
とが
非
常
に
重
要

●
現
場
作
業
者
か
ら高

度
人
材
に
至
る
ま
で
、各

機
関
が
連
携
しつ
つ
、確

保
に
向
け
た
取
組
を
行
って
い
く。

●
廃
炉
の
安
全
・安
心
を
実
現
して
い
くた
め
に
は
、各

階
層
に
お
け
る
地
元
との
強
い
結
び
つ
き
の
構
築
が
重
要
。

一 般 廃 炉 ・ 原 子 力 人 材 土 木 作 業 ・ 電 気 工 事 等

将
来
的
な

広
が
り

将
来
的
な

広
が
り

人
材
の

ソ
ー
ス

人
材
育
成

の
場

廃
炉
・汚
染
水
対
策
チ
ー
ム
事
務
局

高 度 人 材 現 場 作 業 者

文
部
科
学
省

英
知
事
業
等
に
よ
り、
民
間
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
、大
学
・

高
専
等
に
お
け
る
人
材
育
成
を
は
じ
め
とし
た
取
組
を
支
援

●
１
Ｆ
の
廃
止
措
置
等
に
関
連
す
る
講
義

●
福
島
で
の
活
動
や
研
究
・研
修
等

●
大
学
や
民
間
企
業
との
連
携
に
よ
る
産
学
連
携
講
座

●
廃
炉
創
造
ロボ
コン
、N

D
EC

等

イ
ノベ
構
想

（
イ
ノベ
機
構
等
）

●
現
場
体
験
の
提
供

Ｎ
Ｄ
Ｆ

東
京
電
力

●
地
元
調
達
継
続
方
針
・随
意
契

約
の
活
用
等

●
危
機
体
感
訓
練
施
設

●
技
術
者
研
修
拠
点

各
事
業
者

●
自
社
の
取
組
（

O
JT
・研
修
等
）

●
社
外
共
通
研
修
等

研
究
開
発
機
関
等

●
IR

ID
シ
ン
ポ
ジ
ウム
（
現
場
視
察
含
）

●
福
島
リサ
ー
チ
カン
ファ
レ
ン
ス

(J
AE

A)
等

国
（
経
済
産
業
省
）

●
国
・補
助
事
業
に
よ
る
人
材
育
成

各
事
業
者

●
自
社
の
取
組
（

O
JT
・研
修
等
）

高
等
教
育
段
階

①

初
中
等
教
育
段
階

社
会
人
段
階

※
現
時
点
で
の
経
済
産
業
省
の
認
識
を
記
載
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●
人
材
を
引
き
寄
せ
る
た
め
に
は
、１

Fの
廃
炉
以
降
も
見
据
え
た
中
長
期
的
な
視
点
か
らの
検
討
が
必
要
。

●
廃
炉
に
は
、幅

広
い
分
野
の
知
見
が
必
要
。一

方
で
、関

わ
る
人
数
は
限
定
的
で
あ
り、
他
分
野
との
連
携
強
化
が

カギ
。

一 般 廃 炉 ・ 原 子 力 人 材 土 木 作 業 ・ 電 気 工 事 等

将
来
的
な

広
が
り

将
来
的
な

広
が
り

人
材
の

ソ
ー
ス

人
材
育
成

の
場

高 度 人 材 現 場 作 業 者

電
気
・機
械
系
工
学

プ
ラン
ト系

工
学

土
木
・建
築
系
工
学

化
学
・材
料
系
工
学

原
子
力
工
学Ｎ
Ｄ
Ｆ

燃
料
デ
ブ
リ取
り出

し等
の
例

試
料
分
析

（
遠
隔
操
作
）
装
置
の
設
計
・製
作

環
境
安
全
モ
ニ
タリ
ン
グ

規
制
・保
障
措
置
対
応

遠
隔
操
作
・マ
ニ
ピ
ュレ
ー
ター

プ
ロジ
ェク
ト・
マ
ネ
ジ
メン
ト

原
子
力
安
全

放
射
線
防
護

健
康
管
理

土
木
・電
気
工
事
の
基
礎
技
術

（
足
場
組
立
・玉
掛
等
。資

格
取
得
含
）

高
等
教
育
段
階

社
会
人
段
階

イ
ノベ
構
想

（
イ
ノベ
機
構
等
）

●
将
来
の
進
路
選
択

に
向
け
た
廃
炉
へ
の
関

心
の
醸
成

初
中
等
教
育
段
階

廃
炉
・汚
染
水
対
策
チ
ー
ム
事
務
局②

１
Ｆ
廃
炉
人
材
育
成
の
全
体
像
（
案
） ※
現
時
点
で
の
経
済
産
業
省
の
認
識
を
記
載
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